
別記様式第１７号（第１２条関係）

事　業　実　績　書

団体名

１　地域づくりの活動方針（テーマ）

２　今年度、重点的に取り組む事項（視点）

視点

事業名 大内コドモジカン 決算額 １７４，０９２

視点

事業名 決算額 ９４，５６７

視点

事業名 決算額 １５，４６２

３　今年度の重点的視点（事業）に対する評価

自己評価

◎

◎

◎

◎（大変よくできた）　○（概ねできた）　△（課題が残った）　×（全く出来なかった）

４　総括

交通安全教室の開催

①「子どもは地域のみんなで育てる」をスローガンに、自治会と子ども会等が中心となり、
ＮＰＯの協力を得て、夏・冬休みの宿題や竹とんぼ・押し花等の製作体験を行いました。
参加した子ども達は、目を輝かせて宿題や物づくりに取り組んでいました。
２８年度から継続事業
②参加者の運動量把握に加え、市保健師と管理栄養士の健康チェックやアドバイスが好
評で、多数が個人で活動量計を購入し、事業の無い時期も健康管理に活用しています。
２８年度からの継続事業
③多発している高齢者の交通事故防止対策として、薄暮～夜間の外出時に注意すべき
事項について講習会を開催しました。自動車学校のコース上で車両を使用し、各色の服
装での視認性の確認や反射材の効果を体験しました。
参加者の関心が非常に高かったので、３０年度も継続実施します。

　地域課題を解消するために、安心・安全のまちづくり、埋もれた歴史・文化の掘り起こし、
健康な生活を維持するためのスポーツの振興など地域に密着した事業の展開を行っています。
　徐々にですが、成果が上がりつつあります。今後は更に新しい課題や地域の人達が意欲を
もって取り組める課題を模索し、地域づくりの企画を進めるよう努力します。

大内まちづくり協議会

検証（成果、来年度以降への改善点等）

　　伸びゆく大内　人の輪　夢の輪　地域の輪

①

②

学びの機会に満ちた伝統と文化の継承される地域

健康で幸福を感じながら生活できる地域

高齢者向けの交通安全対策

活動量に着目した地域型健康づくり

③
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５　事業内容

（１）協議会運営

事業費

事務局の

運営体制

（２）地域振興

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（参加人数）　地域住民対象

（評価）　積極的に作品を募集し、地区民に親しまれるカレンダーづくりに努めている。

（今後に向けて）　非常に好評で、今後も継続する。

大内地区広報誌等印刷事業

が、概ね良好に処理できている。

（今後に向けて）　更に、業務の合理化を進める必要がある。

4,633,349

（事務員等の雇用人数）　事務局長：１名　　事務局員：１名

（運営費の主な内容）　大内まちづくり協議会、大内っ子まもり隊の会及び関係団体事務

（成果・評価）　まちづくり協議会、大内っ子まもり隊の会等の事務局業務を兼務している。

1,350,387

（実施内容）　印刷機（モノクロ２台）、コピー機（カラー1台）をリースで使用

（実施時期）　平成２９年４月～平成３０年３月

（参加人数）　地域住民対象

（今後に向けて）　地域住民に対するサービスを、更に向上させる。

大内まちづくり協議会情報共有

277,020

（実施内容）　協議会ホームページの情報提供及びサーバー管理費

（成果）　協議会だよりやおおうちだより等の広報誌を全戸配布し、広報活動に努めた。

（評価）　必要な資料をタイムリーに提供している。

（今後に向けて）　新鮮な情報を掲載すると共に、更にサービスの充実に努める。

（実施時期）　平成２９年４月～平成３０年３月

（参加人数）　地域住民対象

（成果）　協議会の活動状況やイベント情報を地域住民に提供できた。

（評価）　協議会の活動をタイムリーに紹介することで、住民との情報共有ができている。

85,968

第３９回大内まつり

817,820

（実施内容）　地域住民の交流と親睦を深めるまつり

（実施時期）　平成３０年４月～平成３０年１１月

（成果）　６００枚のカレンダーを作成し、自治会や希望者に配布した。

（実施内容）　大内地域の風景写真を掲載するカレンダーの作成

（今後に向けて）　新しいイベントを企画し、更に盛り上がるまつりにする。

大内の四季風景カレンダー作成

（成果）　地域住民の交流と連帯感を育み、地域の活性化に寄与した。

（評価）　好天に恵まれ、参加者が多く大盛況であった。

（実施時期）　平成２９年４月２３日（日）

（参加人数）　延べ約４，０００人
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事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（３）地域福祉

事業名

事業費

事業概要

（評価）　年間の定例行事として地道に進めて行く。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

（参加人数）　９１名

（実施時期）　平成２９年１１月１０日

（実施内容）　大内地区の自治(町内）会が参加する運動会

（実施時期）　平成２９年１０月２２日

（参加人数）　

（成果）　荒天のため中止

（評価）　準備作業は進めていたが、台風の接近で中止した。

大内地区健康体育祭

611,466

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

地域自慢コンテスト

20,790

（評価）　残すべき資料の目標を絞り込むことができた。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

大内地区老人大学開講

47,473

（実施内容）　老人対象の教養と健康講座を中心に朗読劇を加えた講演会

（成果）　高齢者の「犯罪」「健康」講座で、安心な老後についての啓蒙が図れた。

大内地域アーカイブス(仮称)の構築

0

（実施内容）　大内地区体育祭で入場行進団結力コンテストを実施

（実施時期）　平成２９年１０月２２日

（参加人数）　

（成果）　台風のため中止

（評価）　準備作業は進めていたが、台風の接近で中止した。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

第２４回大内地区じんけん学習まちづくり大会

90,101

（実施内容）　じんけんと命の尊厳を学ぶ活動

（実施時期）　平成２９年１１月１２日

（参加人数）　約２５０名

（成果）　２４回目の大会で大盛況であった。

（評価）　年間の定例行事として定着している。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

（実施内容）　対象とするアーカイブス等の調査と検討

（実施時期）　平成２９年４月～平成３０年３月

（参加人数）　地域住民対象

（成果）　大内地域で発生した災害に関する資料を収集中。
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事業名

事業費

事業概要

（効果）　運動量の把握に加え、保健師、栄養士の個別健康指導が効果的であった。

事業名

事業費

事業概要

（評価）　参加者の評価が好評であることから、更に増員に努める。

事業名

事業費

事業概要

（評価）　参加者の評価が好評であることから、更に増員に努める。

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（評価）　参加者の評価が好評であることから、更に増員に努めている。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

心と体の健康づくりみんなで語ろう

23,720

（実施内容）　パネルディスカッシュン：子どもが元気・大人が元気・まちが元気

（実施時期）　平成３０年２月１０日

（参加人数）　５４名

（成果）　地域の諸活動における気付き等の講演とパネルディスカッションを実施。

（実施内容）　子育てに特化した講演と事例の報告

（実施時期）　平成３０年１月２５日

（参加人数）　１８名

（成果）　事例から、子どもと親の実情を共有することができた。

（評価）　参加者の評価が好評であることから、更に参加者増に努める。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

（実施時期）　平成２９年１１月～１２月

（参加人数）　 延べ４５名

（成果）　認知症予防や健康な老後を過ごすための、心と体のケアーができた。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

子育て支援

28,500

（成果）　史跡や町並みをめぐることで、郷土愛を育むことができた。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

ふまねっと運動導入

13,000

（実施内容） ふまねっと運動の講習及び実習

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

大内の良さを再発見しながら楽しいウォーキング

23,670

（実施内容） 大内リフレシュパーク～長野・宮の馬場地区をウォーキング

（実施時期）　平成２９年１１月３日

（参加人数）　 延べ３０名

活動量に着目した地域型健康づくり

94,567

（実施内容） 活動量計のデータを基に、保健師や管理栄養士の指導や相談を受ける。

（実施時期）　平成２９年９月～１２月

（参加人数）　 延べ１６３名

（評価）　参加者の評価が好評であることから、更に増員が見込める。
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事業名

事業費

事業概要

（４）安心・安全

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（実施内容）　児童登下校時の安心、安全のためのみまもり活動

（実施時期）　平成２９年４月～平成３０年３月

（参加人数）　隊員９１名

（成果）　子どもたちの登下校時の安心と安全を確保している。

（評価）　主に老人会の協力で実施しているが、地区により人員確保が難しい状況である。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

（参加人数）　農青連　９名　　青少協　１４名

（成果）  大内小・大内南小校区を巡回し、年間延べ11,462㎞走行した。

（評価）　地域内の治安の維持や防犯に貢献している。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

大内っ子まもり隊活動の推進

390,380

（評価）　災害時の他、自治会のイベントでも使用でき効果的に運用している。

（今後に向けて）　継続的に応急資機材の整備を行う。

巡回パトロール

145,740

（実施内容）　夜間パトロール及び児童下校時の安全対策を目的としたパトロール

（実施時期）　農青連：毎月１日・１５日の２回　　青少協：毎月１０日・２０日の２回

災害対策の充実

499,019

（実施内容）　各自治会で活用できる防災機材の整備

（実施時期）　平成２９年８月～平成３０年３月

（参加人数）　自治会対象

（成果）　防災用資器材（バケツ、スコップ、土のう袋ほか）を希望する自治会に配布した。

（実施内容）　自主防災組織設立の促進

（実施時期）　平成２９年度

（参加人数）　自治会対象

（成果）　自主防災組織の設立なし

（評価）　地道に組織の設立に取り組む。

（今後に向けて）　部会で制度の見直しを検討中であるが、来年度も引き続き実施する。

（参加人数）　延べ１０９名

（成果）　高齢者の気力と体力の向上を図ることができた。

（評価）　スポーツを通して、仲間同士の触れ合いの場づくりができている。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

自主防災組織の設立

0

健康促進球技大会

31,990

（実施内容）　高齢者を対象に、春と秋に球技大会を開催

（実施時期）　平成２９年５月１８・２０日、１０月２１・２６日
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事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（５）環境づくり

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要 （参加人数）　自治会対象

（成果）　通行人の転落防止、側溝と道路の境界柵の安全対策を実施した。

（評価）　制度が地域に定着し、整備が進んでいる。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

（評価）　煩雑な手続きを改善する余地があると思われる。

（今後に向けて）　３０年度は現行の制度で実施する。

交通安全環境施設設置整備

583,000

（実施内容）　法定外公共物事業で対象にできない交通安全施設整備の助成

（実施時期）　平成２９年８月～平成３０年３月

土木工事（単市土地改良）

1,438,000

（実施内容）　単市土地改良事業の実施

（実施時期）　平成２９年８月～平成３０年３月

（参加人数）　自治会対象

（成果）　農業用水路の改良を６件実施した。

2,651,000

（実施内容）　法定外公共物の整備

（参加人数）　自治会対象

（成果）　道路舗装等７件を実施した。

（評価）　煩雑な手続きを改善する余地があると思われる。

（今後に向けて）　３０年度は現行の制度で実施する。

交通安全教室の開催

15,462

（実施内容）　交通安全教室開催に対する補助金事業

（実施時期）　平成３０年１月２０日

（参加人数）　９９名

（実施時期）　平成２９年８月～平成３０年３月

（成果）　車両を使用しての講習で、薄暮時～夜間の交通事故防止策を習得できた。

（評価）　諸条件での視認性を体験することができ、参加者の評価は非常に良かった。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

土木工事（法定外公共物）

（評価）　反射鏡の整備により、交通事故の防止を図っている。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

反射鏡設置補助

466,000

（実施内容）　反射鏡設置に対する補助金事業

（実施時期）　平成２９年４月～平成３０年３月

（参加人数）　８自治会

（成果）　自治会からの要望で新増設を１０カ所、修復を１カ所実施した。
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事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（６）地域個性創出

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（評価）　ハイキングや行楽客が、安全で快適な登山が出来るようになりつつある。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

（成果）　中学生ボランティアと協力し、なすび、トウモロコシを植え付け、収穫した。

（評価）　地域行事として定着ている。

（今後に向けて）　休耕田を有効活用するため、更に取り組みを充実していく。

休耕田の活用

58,809

（実施内容）　ふれあい農園の開園候補地の調査と景観作物の植え付け

（実施時期）　平成２９年４月～平成３０年３月

（参加人数）　約２００人

里山河川ふれあい補助

198,000

（実施内容）　金成山を愛する会、氷上浪漫里山の会、象頭山再生プロジェクトの助成

（実施時期）　平成２９年８月～平成３０年３月

（参加人数）　約４２０名

（成果）　３団体（金成山、氷上、象頭山）活動の助成を行った。

（実施内容）　対象６河川の美化活動の助成

（実施時期）　平成２９年８月～平成３０年２月

（参加人数）　１４自治会

（成果）　対象河川のある自治会で、それぞれ美化活動が実施された。

（評価）　自治会活動の一環として定着し河川美化に貢献している。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

河川環境美化活動助成金交付

600,548

（実施時期）　平成２９年７月～平成３０年３月

（成果）　生徒の優秀標語をポスターとカレンダーに印刷し、幼稚園や自治会に配布した。

大内コドモジカン

174,092

（実施内容）　長期休業中（夏・冬・春）に自治会集会所で子ども達の宿題や工作等を指導

（参加人数）　６自治会の役員、子ども達　　約２００名

（評価）　学校内で生徒と児童の標語応募は、毎年の行事として定着している。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

標語ポスター・カレンダーの作成

126,900

（実施内容）　大内地区３学校の優秀標語をポスターとカレンダーにして配布

（実施時期）　平成２９年８月～１１月

（参加人数）　大内中２年生、大内小・大内南小５年生全員

（成果）　子どもを地域の皆で育てるため、大人達が協力し実施した。

（評価）　子ども達の参加が多数あり、世代間交流が活性化し楽しい行事となっている。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。
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事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（評価）　高齢者と子どもがふれうことで、世代間交流ができている。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

（成果）　地域の子ども達に、伝統文化を継承する良い行事となった。

（参加人数）　約１５０人

12,836

（実施時期）　平成２９年１２月２３日

（実施時期）　平成２９年６月～１０月

（参加人数）　大内地区の９保育及び幼稚園児、職員、役員

（成果）　園児たちは植付けと収穫の楽しさを知り、食と農の繋がりを体験させる事ができた。

食農教育

三世代交流事業

60,754

（実施内容）　輪飾りや門松の作り方を教えることで伝統文化を継承

（評価）　史跡探訪を重ねることで郷土愛を育み、人と人とのつながりを深めている。

大内史跡探訪会

（評価）　安心安全な地域づくりを目指したボランティア活動として定着している。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

（実施内容）　青少協だよりの印刷及び配布

（実施時期）　年３回

（参加人数）　青少協広報部員２９名担当

（成果）　８，４００部印刷し全戸配布したので、活動状況の理解が深まった。

広報紙（青少協だより）発行

（実施時期）　平成２９年７月～８月

（参加人数）　大内中学校美術部員２０名、先生と青少協役員２０名

（成果） 中学校美術部員と青少協役員で、立看板３０枚、大型看板１枚を製作した。

（評価）　看板は通学路に、大型看板は交流ｾﾝﾀｰ前に設置し啓蒙を行っている。

（実施内容）　募集した標語を立て看板と大型看板として作成

144,126

104,070

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

標語看板の作成

（実施内容）　大内史跡マップを活用して地域内の名所旧跡等を探訪

（実施時期）　平成２９年１２月１０日

（参加人数）　１６名

（成果）　大内の史跡を訪ねることで、地域とのつながりを実感することができた。

（今後に向けて）　地域の史跡資源を更に発掘する。

（評価）　農業に関心を持たせるという教育の効果があがっている。

（今後に向けて）　１６年間継続の事業であり、来年度も継続する。

130,507

（実施内容）　地区の幼稚園、保育園等の園児によるサツマイモ苗の植付と試食
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事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名 夏のフェスティバル

事業費

（実施内容）　各自治会の子ども達が企画運営する夏まつり

（実施時期）　平成２９年８月２７日

事業概要 （参加人数）　約２００人

（成果）　子どものリーダーが話合い、自分達で企画や準備を行った。

（評価）　子どもが主体的に企画や準備をしたことで、貴重な体験ができている。

（今後に向けて）　来年度も引き続き実施する。

（注）　事業概要の欄には、事業の目的、事業内容、実施時期、参加予定者数等の項目で概要を記載し

 てください。

240,000

（評価）　中学生の応募キャラクターを採用することで、ネット活動の意義が浸透した。

（今後に向けて）　来年度も引き続き助成する。

地域協育ネット支援

（実施内容）　大内協育ネットの助成

（実施時期）　平成２９年４月～平成３０年３月

（参加人数）　大内中、大内小、大内南小及び地域の保育・幼稚園児

（成果）　協育ネットで使用する幟に、大内キャラクターを印刷し配布した。

25,000

（評価）　購入した資機材を、住民活動に有効活用している。

（今後に向けて）　学校運営に協力していく。

（参加人数）　延べ５５０人

（成果）　医師や大学教授の講演で、生徒、教職員､住民が多数参加した。

549,920

（評価）　住民参加もあり、地域全体で生徒達を育てる意識が浸透しつつある。

（今後に向けて）　地域と学校の連携のための事業を引き続き行う。

（成果）　大内中、大内小、大内南小の資機材を整備することができた。

145,646

（参加人数）　約１，０００人

教育講演支援

（実施内容）　中学校で行う教育講座の助成

（実施時期）　平成２９年１０月5日、平成３０年２月9日

学校環境整備支援

（実施内容）　地域住民が活用する学校施設の整備支援

（実施時期）　平成２９年４月～平成３０年３月
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